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論  文  名 触媒としての臨床宗教師 ——宗教者と医療関係者へのインタビューから
本論文は、臨床宗教師として活動する宗教者の実態を明らかにするべく、臨床宗教師及びその活動
現場の医療関係者への質問紙調査・インタビュー調査・参与観察に基づいて考察したものである。 
序章では、臨床宗教師が注目された社会的背景と、本論文の視点について論じられる。第一章では、
本論文の分析用語である＜臨床宗教師触媒＞を構成する「臨床宗教師会（ネットワーク）」「臨床宗教
師の理念」「教育プログラム」の三つの要素とその関係について検討され、主たる調査対象者を東北
大学臨床宗教師研修の修了者に絞ることの妥当性が確認される。以下本論文は、臨床宗教師への質問
紙調査・インタビュー調査の結果をまとめた第二章〜第五章と、臨床宗教師が活動する現場について
の質問紙調査・インタビュー調査・参与観察の結果をまとめた第六章〜第八章、そして＜臨床宗教師
触媒＞による変化を確認する終章によって構成される。 
第二章では、臨床宗教師の活動やそこで経験される様々な課題を明らかにし、倫理綱領や資格との
関係性から五つの類型に分類した。第三章では、家族、自教団・他教団の関係者や、臨床宗教師仲間
との関係性と、そこで生じる葛藤を明らかにした。第四章では、研修修了者たちの多様な「臨床宗教
師」像について五つの類型から分析するとともに、セルフケアの意義について検討した。第五章では、
現場で関わる医療福祉等の専門職との関係性と、そこでの対応について検討した。 
第六章では、石巻市周辺で開催されてきた傾聴移動喫茶カフェデモンクを調査した。主催する宗教
者と会場を提供する集会場管理者との協力により、カフェ参加者の価値観の多様性を維持できること
を明らかにした。第七章では、訪問診療を行う大垣市のクリニックでの調査から、医療制度の狭間と、
宗教者としての立場との間で葛藤する臨床宗教師の姿を明らかにした。第八章では、石巻市の中核病
院での調査から、＜臨床宗教師触媒＞としての効果が限定的であることを明らかにした。 
終章では＜臨床宗教師触媒＞が、宗教者個人には信仰の深化、周囲の人々との関係性、社会におけ
る宗教の役割についての思索などに変化をもたらし、医療関係者との協働によって現在の医療体制の
課題を改善する可能性について考えさせる影響を与えた、と結論付けられた。 
本論文は、宗教者と臨床宗教師という二つの立場の違いを意識しながら社会活動を継続するため
に、宗教者自身が様々な葛藤を抱えていることに注目して、その実態を明らかにしたことが高く評価
できる。臨床宗教師の資格制度が始まる前後という過渡期に行われた調査であることも貴重である。
また、宗教者や医療関係者などに与える影響や変化を、臨床宗教師のネットワーク・理念・教育プロ
グラムを包摂して「触媒」と見做して検討したことも、宗教者による社会活動について分析するため
の新たな視点を提示したものとして、高く評価できる。よって本論文の提出者は、博士（文学）の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
